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遠賀仰漕艇場でお会いしましょう
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漕艇競技で優勝して石II焼津膀町へ行こう

S今年は町制30周年記念…4クルーを派遣

漕艇競技の4新円、区対抗（男子・女子）の部、
オープン（男子・女子）の部で優勝したクルーは、

10月2日、石liI県津幡町で開催される「全国市町

村交流レガッタ大会」に派遣します。



遠貧のよかとこ 
再発見できるがも・・∴電 

拓”ケラIl一大膏 血山出しふ42▲〟．．成し＿▲∠・ 

遠賀レクリェーションの会の主催でウオー 
ク・ラリー大会が行われます。道の交点や分 
岐点などを表した連続図を順番にチェックし 
ながら歩くゲームがウオーク・ラリー。自然 
とのふれあいもできます。 
●とき　6月5日（日）、午前9時から厄年 

ごろまで（受付は午調9時一9時20分） 
●集合場所　浅木小学校横アスレチック広場 

駐車場 
●参加資格　小学生以上（低学年は、保護者 

が同伴してください） 
●参加費　三百円 
●申し込み　6月2日（木）までに教育委員 

会社会教育課へ電話でどうぞ。 
●その他∴歩きやすい服装でおいでくださ 
い。帽子、雨具、水筒、筆記用具などもお 
忘れなく。 

l
歳
半
健
康
診
蓋
が
あ
り
ま
す

児
童
手
当
は
一
人
目
の
子
ど
も
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す

6
月
は
児
童
手
当
の
申
請
月
●
6
月
約
日
ま
で
に
福
祉
係
へ

●
届
け
出

▽
現
況
届

現
在
、
児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
て

い
る
人
は
6
月
巾
に
「
児
童
手
当
現
況

屈
」
を
福
祉
課
福
祉
孫
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
こ
の
手
続
き
を
し
な
い
と
引

き
続
き
受
給
で
き
る
資
格
が
あ
っ
て
も

6
月
分
か
ち
の
手
当
て
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。

▽
認
定
請
求

受
給
資
格
が
あ
る
の
に
末
請
求
の
人

は
認
定
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
給
資
格

3
裁
未
満
の
児
並
を
盤
育
し
て
い
る

こ
と
。

※
自
分
の
子
ど
も
で
な
く
て
も
監
護
し

「
走
の
生
計
関
係
が
あ
れ
ば
支
給
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
前

年
の
所
得
額
が
〓
疋
額
以
上
の
場
合
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
支
給
全
額
　
第
一
子
・
二
子
は
月
額

五
千
円
、
第
三
千
以
降
は
月
額
．
万

円
で
す
。

●
申
し
込
み
　
6
月
0
0
日
　
（
木
）
　
ま
で

に
福
祉
課
福
祉
係
へ
　
（
現
況
屈
の
用

紙
は
対
象
者
に
送
付
し
ま
す
）
。
な

お
、
平
成
6
年
1
月
1
日
以
後
に
転

入
さ
れ
た
人
は
前
住
所
地
の
児
童
手

当
用
所
得
証
明
聾
が
必
要
で
す
。

●
と
き
　
6
月
1
6
日
　
（
木
）
、
午
後
1

時
1
0
分
－
1
時
4
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
平
成
4
年
1
0
月
－
1
2
月
生
ま

れ
の
幼
児
　
（
1
歳
6
か
月
－
1
歳
8

か月）

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳
、

健
診
表
　
（
対
象
者
に
送
付
し
ま
す
）

●
内
容
　
身
体
測
定
、
保
健
婦
に
よ
る

保
健
指
務
、
小
児
科
医
・
繭
科
医
に

よ
る
診
察

●
料
金
　
無
料

●
そ
の
他
　
対
象
者
に
は
個
人
通
知
し

ま
す

で
　
か
　
け
ま
せ
　
ん
　
か

歯

の

健

康

フ

ェ

ス

タ

6
月
4
日
は
虫
歯
予
防
デ
ー
。
こ
れ

を
記
念
し
て
違
算
的
科
医
師
会
の
主
催

で
繭
の
健
康
フ
ェ
ス
タ
が
閲
か
れ
ま

す。●
と
き
　
6
月
5
日
　
（
日
）
、
午
後
1

時
－
3
時

●
と
こ
ろ
　
ダ
イ
エ
ー
中
間
店

●
内
容
∴
繭
の
ク
イ
ス
・
お
目
の
が
ん

健
診
、
よ
い
菌
の
コ
ン
テ
ス
ト
・
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
自
己
診
断
、
歯
科
相

次
火

妊
婦
相
談
が
あ
り
ま
す

●
と
き
　
6
月
6
日
　
（
月
）
、
午
後
1

時
0
0
分
－
3
時
3
0
分

●
と
こ
ろ
　
役
場
保
健
室

●
内
容
　
母
子
健
廉
手
帳
の
交
付
、
産

前
・
成
後
の
知
識
、
妊
婦
体
操
と
お

産
の
補
助
動
作

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
印
鑑
　
（
母
子
健

康
手
帳
の
受
領
者
の
み
）

●
料
金
　
無
料

乳
児
椙
談
が
あ
り
ま
す

●
と
き
　
6
月
1
4
日
　
（
火
）
　
午
前
9
時

0
0
分
～
1
0
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
質
町
中
央
公
民
館
和
室

●
対
象
∴
牛
後
3
か
月
－
6
か
月
児

●
内
容
　
体
重
・
身
長
測
定
、
保
健
婦

に
よ
る
保
健
指
導

●
拾
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
料
金
　
無
料

老
人
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す

違
算
中
間
医
師
会
で
は
、
老
人
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
タ
ノ
フ
　
（
保

健
婦
・
看
護
婦
・
准
看
護
婦
）
　
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

応
募
の
筋
切
り
は
6
月
2
0
日
　
（
月
）

で
す
。
勤
務
条
件
、
応
妹
方
法
な
ど
詳

し
く
は
、
遠
賀
中
間
医
節
会
・
老
人
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
　
℡
（
2
0
2
）

3
5
0
4
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

東
京
消
防
庁
消
防
富
Ⅲ
類
の

採
用
試
験
が
あ
り
ま
す

●
一
次
試
験
　
9
月
2
0
日
　
（
火
）
　
福
岡

市
な
ど
全
国
十
五
都
市
で
実
施

●
受
験
費
枯
　
昭
和
4
0
年
4
月
2
日
か

ら
5
2
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

男
手
　
（
大
学
卒
業
者
を
除
く
）

●
申
し
込
み
期
間
　
1
月
1
日
　
（
金
）

－
3
1
日
　
（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
　
東
京
消
防
庁
人
事
部

人
事
課
採
用
係
℡
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

0

1

2

0

　

（

1

1

9

）

　

8

8

2

税
務
職
員
を
募
集
し
ま
す

国
家
公
務
員
Ⅲ
種
試
験
　
（
税
務
）
　
が

行
わ
れ
ま
す
。
合
格
し
た
人
は
税
務
大

学
校
に
入
校
し
、
約
一
年
間
の
研
修
を

受
け
ま
す
。
卒
業
後
は
税
務
署
に
配
属

さ
れ
国
税
事
務
に
従
事
し
ま
す
。



り　と　　▽誤　と　　▽　の制 
お　で　な　第十　り　な　松　九中施先 
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第1紹朝粥醍醐諸（十月）

鶴諒してい霧九

‾‾一読‾一一　‾‾‾

●場　　所　遠賀町大字広渡
●募集戸数∴第一種（3K）1階1戸

●家　　賃　月額29，500円

●共益金　月額4，000円程度

●敷　　金　88，500円（家賃の3か月分）

●入居資格

●町内に住所または勤務墳所を有する人。
●現に同居している、または同居しようと

する親族がある人。

●収入が下表の基準以内の人。
●申込期間　6月10日（全）まで

●申し込み・問い合わせ

総務課管財係　℡（293）1234へ

○入居資格収入基準（轄与所得害の繍含）

（収入のめる人が1人の抱合）

ー●31

日
本
の
伝
統
芸
能
を
親
子
で
楽
し
む

大
濠
公
田
能
楽
堂
1
規
子
能
楽
轍
室
」
忙
参
帥
し
ま
せ
ん
か

申
し
込
み
は
往
復
ハ
ガ
キ
で

福
岡
県
と
福
岡
県
伝
統
文
化
普
及
協

議
会
の
主
催
で
「
親
子
能
楽
教
室
」
が

行
わ
れ
ま
す
。
日
本
の
伝
統
文
化
「
能

楽
」
を
親
子
で
観
貸
し
ま
せ
ん
か
。

●
対
象
者
　
小
学
校
高
学
年
・
中
学
生

と
保
護
者

●
と
き
　
8
月
1
日
　
（
日
）
、
午
前
1
0

時
0
0
分
～
　
（
午
前
の
部
）
　
と
午
後
1

時
0
0
分
－
（
午
後
の
部
）
　
の
2
回
公

演
●
と
こ
ろ
　
大
濠
公
園
能
楽
堂

●
番
組
　
能
　
「
小
袖
曾
我
」
、
狂
言

「
蟹
山
伏
」

●
料
金
一
人
千
円

●
申
し
込
み
　
往
復
ハ
カ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
希
望
す
る
公
演

（
午
前
ま
た
は
午
後
の
都
）
・
申
し

込
み
人
数
　
（
一
枚
で
五
人
ま
で
）
　
を

記
入
し
て
6
月
1
0
日
ま
で
に
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。
（
満
員
に
な
り
次
第

締
切
り
）

●
申
込
先
　
福
岡
県
生
活
文
化
課

〔
〒
8
1
2
福
岡
市
博
多
区
束
公
園
七
－

七

℡

0

9

2

（

6

5

1

）

1

1

1

1

〕

警
察
の
歴
史
資
料
な
ど
を
展
示

福
岡
県
警
察
発
足
的
周
年
記
念

「
営
察
展
」
　
へ
ど
う
ぞ

福
岡
県
聾
寮
は
、
今
年
1
月
1
日
に
、

現
行
の
薔
察
制
度
が
発
足
し
て
か
ら
四

十
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、

福
岡
市
で
「
欝
察
展
」
が
開
か
れ
ま
す
。

●
開
催
期
間
　
6
月
2
2
日
　
（
水
）
－
2
6

日
　
（
日
）

●
開
催
場
所
　
福
岡
市
の
岩
田
屋
本
館

八
階
催
場

●
展
－
ホ
晶
　
薔
禁
の
歴
史
資
料
、
事
件

記
録
、
装
備
・
資
機
材
、
県
轡
の
四

十
年
の
歩
み
を
紹
介
す
る
資
料
な
ど

●
入
場
料
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
警
察
本
部
教

養
課

℡

0

9

2

　

（

6

4

1

）

　

4

1

4

1

工
藤
広
登
ち
ゃ
ん
（
中
央
）

平
成
4
年
5
月
2
1
日
生
ま
れ

侯
は
、
遠
賀
で
生
ま
れ
た
よ
。
い
つ
も

お
ね
え
ち
ゃ
ん
、
お
に
い
ち
ゃ
ん
と

い
っ
し
ょ
に
元
気
で
た
く
ま
し
く
育
っ

て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く
－

●
採
用
予
定
人
員
　
九
州
地
区
で
約
七

十
人

●
受
験
資
格
　
昭
和
4
9
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
5
2
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

●
第
一
次
試
験
　
9
月
日
日
　
（
日
）

●
申
し
込
み
　
1
月
1
日
　
（
金
）
　
か
ら

8
日
　
（
金
）
　
ま
で
に
若
松
税
務
署

℡
　
（
1
6
1
）
　
2
5
3
6
ま
た
は
福

岡
国
税
局
℡
0
9
2
　
（
4
1
1
）
　
0

0

3

1

へ

平
成
6
年
度
保
母
試
験
と

保
母
試
験
準
備
詰
国
会
が
あ
り
ま
す

▽
保
母
試
験

●
と
き
　
8
月
3
日
　
（
水
）
　
か
ら
5
日

（
金
）
　
ま
で
の
三
日
間

●
と
こ
ろ
　
第
一
保
育
短
期
大
学
と
第

一
経
済
大
学

●
申
し
込
み
　
6
月
1
日
　
（
水
）
　
か
ら

1
5
日
　
（
水
）
ま
で
に
遠
賀
福
祉
事
務

所
℡
　
（
6
0
1
）
　
2
1
2
1
へ

▽
保
母
試
験
準
備
講
習
会

●
と
き
　
1
月
日
日
　
（
月
）
　
か
ら
2
3
日

（
土
）
　
ま
で
の
十
二
日
間

●
と
こ
ろ
　
第
一
経
済
大
学
記
念
厚
生

会
館

●
受
講
料
　
全
科
目
＝
一
万
二
千
円
、

四
日
以
上
＝
一
万
円
、
三
日
以
内
＝

八
千
円

●
講
習
内
容
　
保
母
試
験
科
目
全
般

●
申
し
込
み
　
6
月
1
0
日
　
（
金
）
　
か
ら

0
0
日
　
（
木
）
　
ま
で
に
福
岡
県
保
育
所

連
盟
℡
0
9
2
　
（
6
4
1
）
　
1
9
3

4
へ
　
（
申
し
込
み
用
紙
は
役
場
福
祉

課
福
祉
係
に
あ
り
ま
す
）



うまい水いつでもとごても蛇口から 
回国 � ∴ 寡田園岳醗溝帰国間脳萱麹悔SSE国書〝ES 遠賀町の水道普及率は99．5％　　　イ 　　　　　ン∴○ヽサ〔 

椿相談所を特鼓します 

とき6月3日（金）、午後 1時～4時 ��日本における近代水道の通水は、明治20　　　1●．●．漕 
年横浜事が最初でそれから今日、‘世紀　　記●・1二㌦ 

ところ遠賀町中央公民館 茶室 相談員遠賀町人権擁護委 員の原田清和さん、山中清 さん福岡法務局北九州支局 の吉村英治さん、増原省三 ��を超えています。この剛こ水道は田儀まし く普及し、昭和34年に全国でわずか48i7％青 であったものが現在では95％と高普及時代！ を迎えています。 中間水道も当初計蘭給水戸数3．000戸、 給水人目15．000人であったものが現在で 

さん 問い合わせ福祉課地域改 善係 人で悩まずに婦人相談員へ ��は、申剛で17．563l一事0，327人に、遠節目諸　漣 町で5・666戸・18・941人に給水してお。、／‾／湯 

普及率は、中間市で100％、遠賀町で99．5％；－ 
Ir温々■L・演舞音略窯・ハ　　J となっています○∴∴∴∴髄脳臨i醸幽臨＿i＿ 

婦人相談員は、男女間顕や 庭内の問題そのほか人に ご参加ください！水道週間おもな催し 

えない悩みなどがある女性 相談に応じ、問題の解決に 力しています。 相談料は無料。秘密は厳守 ます。気軽にご相談くださ 問い合わせ遠賀福祉事務 所℡（601）2121 ��44）1111または 市水道局遠賀営業所へ 

問い合わせは 中間市水道局℡（2 

過賞町役域内中間市 

講醤鷲善子塞露霊 ● 審る三り方いi加卒賢くヲ 謹言？法〇三講格の 行、i力人ま上部 いアトダ以すの まイルに上。人 すデの三でな ○ィコ入線ら 挺アI以戌と �����鵜繕鵜 　▽● 　　凋高 麗鳥人人弼懲需子子若手部 �〃亨 ノ チ �l 囲 

の　に　ス ��上　　　し　　な　　　　　　　ま　　　選性あ（　決予i　女女　　　人学 ����l 
材つをが　　　て　　た　　　　　　　で　　　手別る本　勝選　卜　　子子　　　　卒 
貰い遊柔　　　く　　で　　　　　　　　　　　兼は人大　　　　ル　））　　　　業 

加全チームに琵金 ��� �のの賀9貝 ま境町3会 で含大、‾社 　　後んカ 効、今2教　　5 ○繍古3青 柳賀4課　　外 日五体　　で様 の－吉　　と 
∴ �遥溌鎧 ��アイディア イカダ競技 ��ム 

オープン 

1　位 ��80，000円 ��70，000円 �150，000円 ��� 

2　位 ��70，000円 ��60，000円 �100，000円 ��．－｝ ＿■ コ エ」に �ル 

3　位 ��60，000円 ��50，000円 �90．000円 ��� 

4　位 ��50．000円 ��40．000円 �80，000円 ��� 

5　位 ��40，000円 ��30．000円 �70，000円 ��� 

6　位 ��30，000円 ��25．000円 �60，000円 ��� 

7位以下 ��20，000円 ��20．000円 �35，000円 �� � 
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